
2007 年東大理後期□2  
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 22, bacsrtcatr   ……(答) 

 

(2) 

(解答 1) (1)の利用 

(1)の結果から t を消去すると 
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2222 basr  ≧  (証明終) 

 

等号は、 0b または 0 ca のとき成立。 

 

 

 



(解答 2) 強行突破 
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2222 basr  ≧  (証明終) 

 

等号は、 0b または 0 ca のとき成立。 

 

(3) 

(1)より、 2
, nnnnn bcaca  は nに関わらず一定であるから、 2,1 000  cba より 
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(2)より、 2
1

2
1

22
  nnnn baba ≧ であるから、 nが増加すると 22

nn ba  は増加するので、 

 2
22 ≧nn ba   ──③ 

 

(ア) 

12
1

2
1

1

2
1

2
1

2
1111

2

1)(
















 n

nn

n

nn

nnnn
n b

ba

b

ba

bcab
b ≦ より 

nn

nnn bbbb 


























2

1

2

1

2

1

2

1
02

2

1 ≦≦≦≦   
n

nb 









2

1
≦  

2
1

2
1

1








nn

n
n

ba

b
b より、 01 nb であれば 0nb 。 10 b より、帰納的に 0≧n について 0nb がわかる。 

したがって、
n

nb 









2

1
0 ≦ であるから、はさみうちの原理より 0lim 


n

n
b  (証明終) 

 

(イ） 

①、②より 1,3
2
 nnnnn bcaca であり、 nn ca , は 2次方程式 013

22  nbxx の 2解。 
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